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３学期は０学期 

校長 中田 和直 

今年の「立春」は２月４日、暦の上では春の始まりですが、まだまだ寒い日が続きます。インフルエンザはまだまだ猛

威を振るっているようです。1 月末には２年生が学級閉鎖となりました。６年生９年生は受験を控えている児童生徒も

います体調に気を付けベストを尽くしてほしいです。 

３学期の始業式では小学校、中学校ともに「３学期は０学期」という話をしました。３学期は１年間のまとめの時期で

あるとともに新しい年度に向けた準備の学期として０学期と言われます。 

９年生は義務教育が終了し社会に出る準備を大切な学期となります。また６年生も小学校生活が終了し、中学校

へと進学します。どの学校に進学するにしても中学生としての自覚がもてるよう準備をしてほしいと思います。  

そして１年生から８年生の皆さんは一つ上の学年に進級し、４月からは新しい後輩たちを迎えます。先輩としてどう

行動するべき一人ひとりしっかりと目標を立てこの０学期を有意義に過ごしてほしいと思います。 

小中学校書初め展 

小学校では体育館に学年度ごとに集まり書初めが行われました。出来上がった作品

を書初め展として校内に展示をしました。中学生も冬休みの宿題として提出された書初

めを校内に展示し、１月１９日（月）からの学校公開に合わせて展示をいたしました。ど

の作品も一生懸命書かれたことが伝わってくる作品ばかりでした。 

国際理解教育 アンプティサッカー 

１月１５日（水）には国際理解と障がい者理解の促進を目的に７年生から９年生がアンプ

ティサッカー（上肢または下肢に切断障がい等のある人のサッカー）インドネシア代表選手と

の交流会が行われました。当初はスペイン、ポーランドの代表選手とも交流予定でしたが急

遽変更となり一ヵ国のみの交流となりましたが多様性を身近に感じられる貴重な時間となり

ました。 

道徳授業地区公開講座開催 

 １月２１日（水）小学校、中学校ともに道徳授業地区公開講座を開催しました。各学年ごとに

テーマを持って授業を行いました。６年生はブランコ乗りの物語から「自分と会わない人とど

のように接したらよいか」４年生休み時間の出来事「正直でいることの良さ」１年生大好きだ

から「自分の良さを伸ばす」７年生「いじめのない世界へ」などなど。発達段階に応じた題材

で自分事として考えている児童生徒が多くみられました。 

 授業後の協議会は十分に保護者地域の方にご参加いただくことができませんでした。学校

評価アンケートからも道徳授業についてあまりよくわからないとの回答が多く、改めて開催方

法を検討し、多くの皆様に授業を参観していただけるようき協議会にもご参加いただけるよう

てまいります。少ないながら充実した時間とすることができました。ご参加いただいた保護者の

皆様ありがとうございました。 
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学校２０２０レガシー教育 ～オリンピアンとプロバスケット選手を迎えて～ 

１月１６日（金）には学校 2020 レガシー教育の一環としてチャレンジアカデミーというアスリ

ート講師学校派遣事業を利用して東京オリンピックにも出場した１００ｍハードル元日本記録保

持者でもある寺田明日香さんをお招きして 7・8 年生はハードルの実技指導・講演会が行われ

ました。講演会には 9 年生も参加し貴重なお話を聞くことができました。講演会の最後には寺

田さんが大事にしている言葉として「やらない後悔よりやる後悔」という言葉を生徒に向けたエ

ールとして話されていました。 

1月 23日（金）には 5年生を対象に学校 2020 レガシー教育としてアスリート講師学校派

遣事業を利用し、プロバスケットボール選手の佐藤マクラーレン優樹さんをお招きして5年生各

クラスへの実技指導と交流ホールにおいての講演会を行いました。世界で活躍するために必要

のこととして「自分の力を信じること」というメッセージを送ってくれました。 

 

オーストラリアホストスチューデントプログラム 

昨年に引き続き 1 月 22 日（木）23 日（金）の２日間に夏休みに港区の小中学生が海外派

遣でお世話になっているオーストラリアより生徒を迎えホストスチューデントプログラムが行われ

ました。今回は中学生がオーストラリアでお世話になっているパースから５人の生徒さんを迎え

ました。初日は５年生から９年生が体育館に集まりウエルカムパーティーが開かれました。中学

生の学級員を中心に５・６年生と一緒にゲームをしたりして楽しいひと時を過ごしました。緊張し

ていたパースの生徒たちも笑顔が見られ楽しそうでした。その後５年生とは日本の伝と文化、６

年生とは咸臨太鼓、中学生とは理科や国語、数学などの授業に参加し、最終日はお別れ会をし

て終了となりました。来年の海外派遣に参加したい気持ちをもった児童生徒も多いと思います。

充実したホストスチューデントプログラムとなりました。 

 

地域とともに学ぶゲストティーチャーの授業 

 

 

本校では、児童・生徒の学びをより豊かにするために、地域や社会で活躍されている方々をゲストティー

チャーとしてお迎えし、各学年で特色なる授業を行っています。（１月学校公開での様子より） 

１・２年生は、地域のゲストティーチャーの方々から、語り手によるお話の楽しさを教えていただきました。

お話の世界を想像しながら、話をじっくり聞き、言葉の響きや物語の楽しさを味わうことができました。 

３年生は、社会科「くらしを守る」の学習で赤坂警察署の方々から、仕事への思いや努力を教えていただ

きました。実際に話を聞くことで、働くことの意義を知る貴重な機会となりました。また、「情報モラル」の学

習では、教育ネットの方々から SNS の使い方について分かりやすくお話いただきました。「自分も相手も守

るために、正しく考えて行動する力」が大切であることを理解することができました。 

５年生は、JA秋田しんせいの方々から食文化や生産者の思いや願いについてお話をいただきました。パ

ワーポイントや動画を視聴し、社会科で学んだことをより深く理解することができました。 

６年生の保健「がん教育」の学習では、がん有明センターの先生から病気についてお話をいただきまし

た。教科書だけでは得られない学びを広げることができました。 

様々な出前授業を通して、社会とのつながりを実感し自分の生き方を考えるきっかけになりました。 



２月の行事予定 

 

２月の生活目標 

（１－６年） （７－９年） 

寒さに負けず元気に過ごしましょう。 冬場の健康管理につとめよう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 １－６年 ７－９年 

２ 月 
B時程５時間授業 朝会 委員会活動 

持久走週間開始 
 

３ 火 ５・６年のみ B時程 ユニセフ募金 ４５分授業 専門委員会 

４ 水 
B時程 4時間授業 避難訓練（１～４年） 

ユニセフ募金 

４５分授業５時間授業  

５ 木 保健集会 新入生説明会 ユニセフ募金 中央委員会 

６ 金 漢字検定 安全指導 

９ 月 
B時程５時間授業 クラブ活動 

中之町幼稚園作品展鑑賞（１・２年） 

朝礼 

１０ 火 社会科見学（５年）  

１１ 水 建国記念の日 

１２ 木 児童集会 笑顔と学びの体験プロジェクト（４年） ESAT-J(７年、８年) 

１３ 金 保幼少交流（１年） 赤坂氷川神社雅楽授業(７年) 

１６ 月 B時程５時間授業  

１７ 火 避難訓練（５・６年） 避難訓練 

１８ 水 B時程 4時間授業 新入生保護者説明会(15：00～) 

１９ 木 ６年生を送る会  

２０ 金 持久走週間終了  

２３ 月 天皇誕生日 

２４ 火 児童集会  

２５ 水 B時程 4時間授業 ありがとうの会 学年末考査 第 1日目 

２６ 木 音楽朝会 学年末考査 第 2日目 

２７ 金 みなと科学館（６年） 社会科見学（４年） 学年末考査 第 3日目 作品展準備⑤ 

書き初め展について 

国語部 

 1 月 19 日(月)～23 日(金)の期間に

書き初め展を開催しました。学校公開と

も一部期間が重なり、多くの保護者の方

にご鑑賞いただけたこと、嬉しく思いま

す。低学年は硬筆、中・高学年は毛筆に

取り組み、堂々とした作品を書き上げる

ことができました。 

道徳地区公開講座について 

道徳部 

道徳授業地区公開講座では、児童

が自分の考えをもって対話する姿

が見られました。授業後には保護

者や地域の方を交えた協議会を行

い、子どもの学びや道徳教育の在

り方について意見を共有し、学校

と地域の連携を深める有意義な機

会となりました。 

 

学年末考査に向けて 

１月～３月は学校にとって、年度末に

向けて１年間のまとめを行う大切の

日々です。その充実した日々を「１月

は行く」「２月は逃げる」「３月は去

る」と表現することがあります。まず

は、２月末にある学年末考査に向け

て準備をし、定期考査後に振り返りを

し、４月からの目標設定をしてみて下

さい。 


